平成２３年度第２回広島市男女共同参画審議会会議録

１　開催日時

　　平成２４年３月２６日（月）　午前１０時～午前１１時２５分

２　開催場所

　　広島市役所１４階第７会議室

３　出席者
⑴　委員（１９名中１４名出席）
篠原会長、村上副会長、井上委員、尾崎委員、北委員、北仲委員、牛来委員、佐藤委員、龍山委員、富澤委員、中村委員、名越委員、信政委員、尹委員

⑵　事務局（広島市市民局）
人権啓発部長、人権啓発部男女共同参画課長、人権啓発部男女共同参画施策総合推進担当課長

４　公開・非公開の別

　　公開

５　傍聴者

　　なし

６　会議次第

⑴　開会

⑵　議事

①　平成２４年度当初予算の概要（男女共同参画施策関係）について

②　広島市男女共同参画推進センターの開設について

③　その他
⑶　閉会

７　資料
≪議事①関係≫
資料１：平成２４年度当初予算の概要（男女共同参画施策関係）
≪議事②関係≫

資料２：広島市男女共同参画推進センターの開設について

８　会議要旨

　≪議事①　平成２４年度当初予算の概要（男女共同参画施策関係）について≫
　【篠原会長】

皆さん、おはようございます。今年度第２回の広島市男女共同参画審議会を始めたいと思います。
お手元の次第にそって進行していきますが、審議会終了後に、広島市女性教育センター、愛称WEプラザをリニューアルして新しく生まれ変わった広島市男女共同参画推進センターの視察を行うという事です。予定しております２時間のうち１時間で審議会を終え、後半の１時間はそちらの方へ移動して施設見学を行うこととしています。現在はオープン前の状態ですが、問題点や気づきを集約することも大事なのではないかと思います。開館まであと一週間足らずですが、このような工夫がほしいなどの御意見等がありましたら男女共同参画課の方にお寄せいただければと思います。そのことを冒頭に申しあげておきます。
それでは議事に入りたいと思います。議事１の来年度の当初予算の概要について説明をお願いします。
　【男女共同参画課長】

皆様おはようございます。男女共同参画課長の福島でございます。
議事の1番目、「平成24年度当初予算の概要（男女共同参画施策）について」でございます。資料1に基づいて説明いたします。

昨年3月に策定いたしました第2次広島市男女共同参画基本計画では、全庁的に男女共同参画を推進していくため、男女共同参画課の事業のみならず関係課の関連事業として再掲を除き243件の具体的取組を掲げております。

前回の審議会では、男女共同参画課分の主要事業の予定を説明させていただきましたが、このたびは全庁照会を行い、関係課分も含めて整理しております。ただ、この時期はいろいろな審議会や公益的法人の理事会等が集中的に開催されておりますので、関係課の出席は求めておりません。御理解いただくようお願いいたします。

さて、この資料は、男女共同参画基本計画の10本の基本目標ごとに主な事業・取組を記載しておりますが、数が多いものですので、主な事業に限らせていただき、再掲分は除いております。

市の広報や福祉関係など、広く市民を対象とした事業・取組で男女共同参画部分の抜き出しが困難なものは、総予算額を記載し、また、予算がないものも多数ありますが、予算がなくても、やることはきっちりやりますので、それらは「０千円」と記載しております。

白丸印が男女共同参画課の所管、黒丸印が男女共同参画課以外の課が実施するものでございます。

まず、基本目標１の政策・方針の立案及び決定への女性の参画の拡大でございますが、市役所の内部向けの取組が中心となっており、引き続き審議会や行政委員会への女性の登用を進めるとともに、女性の管理職への登用に向け、自治大学校への派遣をはじめ、各種の研修を実施いたします。また、市職員の男女共同参画に係る意識の浸透を図るため、中堅職員研修等において男女共同参画の講義を行います。

続いて、基本目標２の男女の人権を尊重する市民意識の醸成でございますが、男女共同参画の推進は広い意味の人権擁護でもあります。そのため、人権啓発事業の中で男女共同参画の要素を取り入れるとともに、公民館において男女共同参画学習会を実施いたします。また、広島市の広報誌「市民と市政」に啓発記事を掲載するなど、市民への意識啓発に努めてまいります。

２ページをお開きください。

続いて、基本目標３の男性、子どもにとっての男女共同参画の推進でございます。

　新規事業の男性の家庭生活・地域活動等への参画支援については、市民団体から提案いただいた事業から、審査委員会で選考された二つの事業を公募提案型協働モデル事業として提案者である市民団体に委託して実施するものでございます。

いずれも、男性の家事や子育て、地域活動への参画の促進を目的としており、カジダン・イクメン養成講座につきましては、２０歳代から４０歳代の働く男性を主な対象として、講座とワークショップ等を実施するとともに、講座等の終了後にサークルを立ち上げるなど、男性の実践に向けた繋がりづくりを進めるものでございます。

　プラチナ世代向けセミナーの開催・ガイドブックの出版につきましては、５５歳以上または定年退職後のプラチナ世代の男性を主な対象として、１０回のセミナーを開催したうえで、ガイドブック５千部を作成し、男女共同参画推進センター等でのテキストとして活用するとともに、セミナー受講生をグループ化し、男性の実践に向けた繋がりづくりを進めるものでございます。

　学校においては、副読本の活用や男女共同参画の視点に立った指導、プロフェッショナルな人材活用をはじめ、電子メディアと子どもたちとの健全な関係づくりなど、子ども向けの取組を行います。

　続いて、基本目標４の働く場における男女共同参画の推進でございます。

　事業者への啓発文の送付や中小事業所へ人事教育コンサルタント等の専門講師を派遣する事業所向け男女共同参画支援講座、創業支援事業等により事業所向けの意識啓発に取り組みます。

　農家向けには家族経営協定の締結を促すとともに、女性農業士の認定を進めてまいります。

　３ページをお開きください。
　基本目標５の地域における男女共同参画の推進でございます。

　地域の女性会や母親クラブ等の女性団体、広島市女性団体連絡会議の活動の活性化に向け補助を行います。また、ひろしま情報ａ-ネットを通じて男女共同参画も含めた幅広い市民活動、施設の情報を市民に提供いたします。

　また、この審議会終了後、皆様を４月１日に開館する男女共同参画推進センターに御案内することとしておりますが、男女共同参画に関する市民の活動・交流の場として、地域における男女共同参画を推進する拠点として、指定管理者が　総合相談、情報提供、学習・研修の支援、調査研究、普及啓発、市民活動・交流の支援などを行います。

　続いて、基本目標６のワーク・ライフ・バランスの推進でございます。

　仕事と生活の調和に関する情報誌を作成し、母子健康手帳の交付時に配布するとともに、市内の事業所約1500社へ配布いたします。

　４ページをお開きください。

　保育園の整備につきましては、私立保育園の新設や増築整備などにより、児童受入枠の拡大を行い、入園待機児童の減少を図り、さらに、留守家庭子ども会、地域子育て支援拠点事業などにより子育て支援や、家族介護教室により家族の身体的、精神的負担の軽減を図ってまいります。

　また、引き続き仕事と家庭や子育て等との両立支援などに積極的に取り組んでいる事業所を男女共同参画推進事業所として表彰いたします。

続いて、基本目標７の様々な困難を抱える人が安心して暮らせる環境の整備でございます。

　要介護者、障害者、外国人、母子家庭など、様々な困難を抱える人たちに対して、列記しております様々な事業を展開いたします。

　４ページをお開きください。

　若者の自立・就労支援対策事業として、ニートの状態にある若者等の支援を行います。
　続いて、基本目標８の女性に対するあらゆる暴力の根絶と被害者への支援でございます。

　暴力被害相談センターの運営とともに、DV対策としてリーフレット、携帯カードの作成や配偶者暴力相談支援センター、いわゆるDVセンターにおいて女性相談員による電話・面接相談や同行支援、ＤＶ専門法律相談、臨床心理士によるカウンセリングなどを実施いたします。

　また、NPO法人にＤＶ専門電話相談を委託するとともに、民間シェルターに関する補助や緊急宿泊事業を実施いたします。

　６ページをお開きください。

　高齢者虐待防止や児童虐待防止、子どもの安全確保のための事業も、引き続き行います。

　続いて、基本目標９の生涯を通じた健康支援でございます。

　健康福祉局を中心として、思春期の心身の健康、妊産婦や乳幼児の健康管理に関する事業を展開するとともに、不妊治療費の助成やがん、エイズの対策、喫煙対策に取り組みます。

続いて、基本目標１０の平和の発信と国際理解・国際協力の推進でございます。

　国際社会の中で共に生きていくことができる資質や能力の育成や姉妹・友好都市との交流推進、国際交流・協力事業への助成などを行います。

　７ページをお開きください。

　この結果、第２次広島市男女共同参画基本計画に関係する事業・取組に係る事業費の計は、１，１３８億５，０４７万３千円でございます。

　その他、第２次基本計画に掲げられていない男女共同参画課所管の男女共同参画推進センター指定管理や男女共同参画審議会の運営などを含めますと，１，１３９億３，２５５万５千円となります。

　説明は以上でございます。
　【篠原会長】

ありがとうございました。それでは委員の方々に御質問・御要望等を承りたいと思います。

　【井上委員】

様々なところでガイドブックや小冊子を作るとありましたが、実際に何部作ってどのような構成になるか分からないので、その金額がこれだけだと見当がつかないのです。

　【男女共同参画課長】
各所管課で色々なチラシやパンフレット、ガイドブックを作っております。ほとんどの課が作っているといってもいいと思います。御質問の何処に配っているか、どのような経費かというのは正直申しまして個々ではわからないのが実情ですので、また調べまして回答させていただきます。

一例を申しますと、仕事と生活の調和に関する情報誌は１万７，５００部作成しますが、男性の家事参画の促進ということで母子健康手帳の交付時に男性も子育てをして下さいよという意味で配っております。また、男性の長時間労働の是正や定時退庁の推進という目的もありますので事業所にも配布しております。もちろん病院や銀行にも配って皆さんの目に触れるようにしております。
もう一方でＤＶのチラシやカードは何処に配るかというのは可能な限り、病院や公共施設、くまなく配っていきたいと思っております。また、公共機関や病院以外にも、もっと広く、例えばコンビニ等にも配ってほしいというのは聞いております。民間のお店には色々なチラシが貼ってありますので、その一環としてコンビニにもお願いをしていきたいと思っております。
また、子供関係とか市民相談センターとか各所管課が冊子を作成する際に私どもの方に照会がございます。男女共同参画課としても、色々なチラシ、パンフレットにぜひとも男女共同参画を取り入れてほしいと考えており、可能な限り記載するようにしています。４月からオープンします男女共同参画推進センター、愛称はゆいぽーとですが、これについてもチラシやパンフレット、情報誌そういったものには、名前だけではなくて、ここでやっている事業、男性のための相談、女性のための相談、情報提供など、それらを是非入れてほしいとお願いしています。紙面の構成の関係で全部が全部とはいかないのですが、出来る限りの範囲で入れていただくようにお願いしているところです。
すいませんが、御質問のどれだけ部数や構成については、市役所全体になりますとちょっと把握できておりませんので、男女共同参画関係のものはまた別途回答させていただきたいと思います。
　【篠原会長】
今の井上委員の質問を受けてのお願いですが、男女共同参画課で作成したパンフレット等については、審議会委員へ出来る限り送付していただきたい。審議会の場で配るという形でも結構ですので、何らかの形で各委員に渡るようにしていただければ、男女共同参画課が何をしているのか、どのような広報媒体なのかが皆さんにわかるのではないかと思います。
それと、男女共同参画課以外の課が作成したもの、例えば小中学校で活用している「男女平等に関する副読本」というものがありますが、私は副読本がどのような内容なのか見た事がありません。そちらの判断で結構ですが、これは委員の方々にお読みいただいて御意見等の参考になるだろうというようなものがあれば、必要に応じてピックアップしていただいて、委員の手元に届くようにされればいいのではないかと思います。そうすれば、さらに詳しい質問や意見を言いやすくなるのではないかと思います。
　【男女共同参画課長】

承知いたしました。また次回、当課が作成した冊子等や、当課に照会された他課作成の男女共同参画関係冊子等も皆さんの方にお配りさせていただきます。
　【篠原会長】

その時に冊子等の内容を紹介しながら、何部作成し、配布先はどこであるということなどを具体的に説明されればいいと思います。
　【男女共同参画課長】

承知いたしました。

【佐藤委員】
まず感想から言わせていただきます。
基本目標１の審議会委員の選任の際の事前協議の徹底に関して、前回、私も男女共同参画課へ事前協議をしてほしいということはお話申し上げていたので、これは取り入れていただいたと感謝しております。欲を言えば、色々な講演会やシンポジウム等を行う時にも、壇上に上がる人の男女比が崩れないようにとかそういう所も徹底されればなおよいと思います。審議会委員のバランスがとれてくればそれも自然にできてくると思いますが。これは非常にいいことだと思います。
それからもう一つ面白いなと思ったのが、基本目標４の市の研究機関や医療機関における女性職員の登用についてです。特に医療分野などは人口の半分は女性の方ですし、病気になられる方は年をとってからが多いと思います。また、女性の方は特に当事者の意見が大事になると思います。そういう意味で女性職員の登用を医療機関で進めるというのは素晴らしいことだと思います。私の友人が昨年アメリカへ行った時に聞いた話ですが、乳がんを経験された看護師さんは、同じ病気の患者の気持ちがわかるということで、その専門の病棟で重要なポジションに登用するということです。そういうこともアメリカでは徹底しているようなので、広島市でも将来的には取り入れたらいいと思います。
それから基本目標３の男性・子どもにとっての男女共同参画の推進についてですが、各学校における家庭科教育は非常に大事だと思います。子育てだけではなく、将来年を取って親の介護等をする時に家庭科の素養が無ければ男性は大変苦しんでしまうのではないかと思います。今のうちに料理などの基本的な生活の知恵は男の子でもしっかりしつけておいた方がいいのではないかと思います。大人に対しては家族介護教室を行い、子供に対しては家庭科の教育を行うという形でやっていくのがいいと思います。私も以前、県庁で介護保険の担当をしておりましたが、そこで気付いたのは、加害者が男性の息子さんで被害者が女性のお母さんという高齢者虐待の例が非常に多いということです。大人の男性に対しては教室を実施し、子どもに対しては将来の介護のために家庭科教育を行うことが大事だと思います。イクメンやカジダンがあるのですが、これからは介護もしっかり位置づけていただいた方がいいと思います。今後は年金制度が厳しくなってきますので、６０歳を超えて９０歳の親を介護しながら働くという人も多く出てくると思います。仕事と生活の両立について、介護もしっかりと両立の対象に明文化して入れることも大事ではないかと考えています。
最後に要望になるのですが、ワーク・ライフ・バランスについてです。私の友達から聞いた話ですが、男性が例えば介護関係の事務職を希望されたときに、その会社の人事担当の男性が、面接時にこれは女性のパート職だから若い男性は取らないと露骨に言われたということが実際にあったようです。こういう仕事をやりたいと男性が希望してもやれない場合もあるのです。女性を方針決定過程へ参画させたり管理職にすることも大事ですが、一方で今まではこれは女性がやる仕事という社会的常識にとらわれていた職種でも、男性が働きやすいようにしてほしいと思います。特に介護保険については市が保険給付を行っている訳ですから、事業所への指導についてもきちんと行っていただきたいと思います。面接の時に事業者の方がこれは女性のパート職なのでと言われることが現にあるのです。これはまずいと思います。男性でも介護で悩む方も多いので女性だけの話ではありません。男性の事務の人がいてもいいと思います。そういう常識はまずいと思いますので、取り締まりとまではいかなくても指導はしていただきたいと思います。
最後に、防災会議にもう少し女性を増やしていただけたらいいと思います。これについては女性団体から色々要望があると思います。被災者の方は女性が過半数になってくることもあるのですから、そういう意味では、是非、防災関係の方でも頑張っていただきたいと思います。また、会議だけでなく政策・方針の決定にうまく女性の意見・視点が入るように今後とも努力していただきたいと思います。
【男女共同参画課長】

どうもありがとうございました。
審議会委員への女性登用ですが、現在、目標は男性、女性ともに４０％以上を目標として取り組んでいます。しかし、実際の女性委員の割合は徐々に増えていますが３０％ちょっとでございます。中でも佐藤委員がいわれたように、防災関係の状況は芳しくありません。また、土木・建築を含めた科学技術分野でも少ないのが実情です。理由は、専門家の大学の先生等に女性の先生が少ないという点と、防災関係では、充て職、すなわち規定上、警察や交通、県等の一定のポストの方に委員に就任していただくこととしている場合が多いです。もちろん消防局は女性団体から選ぶなど、ある程度の数は確保していますが、一気に解決するというのは難しい状況です。関係する分野や組織で女性登用を積極的に進めていただいて、結果的に半分に近づいていくということだと思います。時間はかかると思いますが、私どもも消防局も一生懸命やっておりますので、そのことを知っておいていただければと思います。

【佐藤委員】

専門家に女性が少ないという事ですが、確かに教授とか学部長クラスだったらまだまだ女性は少ないですが、例えば准教授くらいのクラスであれば見つかると思います。准教授くらいの方がむしろ先進的な研究等をされている場合もあると思いますので、よくアンテナを張って探していただいたらと思います。

　【男女共同参画課長】

わかりました。

　【篠原会長】

この予算資料で「０千円」と書いてある取組についてですが、運用の仕方とか実際に具体的にどのように施策等を進めていくかということが大事だと思います。例えば職員研修ですが、具体的な話は出来ないのですが、県の研修の時に５０人くらいの方が県内の各地から来られていました。表に出る経費、すなわち講師謝礼や招へい旅費は５万円位かもしれませんが、日当や交通費などの参加者の人件費を含めたら、全体では実は８０万円から１００万円位のプログラムなのだからそのつもりで研修を実施してほしいと苦言を呈したことがありました。５万円のプログラムだから簡単にやればいいということではなく、その研修は、実際には受けている人達の人件費あるいは出張の旅費などが含まれていることを考えたら、かなりの高額なプロクラムなのだという意識を持って真剣に取り組むべきではないかと話しました。やはり意識の問題だと思います。ここに書いてあるように０千円であっても、予算ゼロであっても、その中身をしっかりと推進していくのが男女共同参画課の大事な役割だという御指摘だと思って聞いていました。

　【富澤委員】
佐藤委員の御発言の中で、男性の方が男性という事で面接トラブルがあったというお話がありました。私ども広島労働局雇用均等室で男女雇用機会均等法を扱っております。その法律の中でその辺りは対処してまいります。法律の周知広報などは県や市にもお願いをしていますが、法の施行という観点では雇用均等室が窓口になりますので、是非、均等室を御利用いただければと思います。

　【中村委員】
広島市では男女共同参画の関連予算ということで１千億円程度の予算を組まれているということです。予算は２３年度の事業評価をして、そのもとに２４年度の事業が決まりますが、市の政策、施策、それを具体化する事業という形で組まれる際に、その施策・事業の実施状況・進捗状況をどのように評価したのか、また、結果が出ている、成果につながっているということで次年度の予算に反映させていくという観点で見ると、この当初予算というのは、全体としてはやってきたことを踏まえた上で頑張られて予算がついているのか、それとも、こういう御時世で全体としては抑えられている中で頑張ってついたのか、減額になっているとか、全体予算を見るときにその辺りがどうなのかということが知りたいのです。総額でこれだけ予算がついてますと言われても、ああそうですかとしか判断できないので、その点はどうなのでしょうか。
　【男女共同参画課長】

資料１を本日配布していますが、実はこうした全体の取りまとめを男女共同参画課関係では初めて行いました。その意味で、昨年度との比較は行っていないのでお答えは難しいのですが、想像で申し訳ないのですが、予算の総規模も下がっておりますので、若干下がっていると思います。ただ、個々の課、男女共同参画課もそうですが、やりたい事業はたくさんありますので、必死になって予算を取っています。ただ、選択と集中という言葉がよく使われます。私どもで言えば、男女共同参画施策を選択して集中してほしいということは強く言っていますが、御存知のような財政状況ですので、精一杯やらせていただいた結果がこの資料の予算だと御理解いただければと思います。

　【男女共同参画課課長補佐】
少し補足をします。先程課長も申しましたとおり、今回このような取りまとめの調査を初めて行いました。７ページの上の方に記載していますが、計画に掲げる事業の計が１，１３８億５千万円ということになっております。このとりまとめをする際に、２３年度の予算がどうだったかということも照会をかけました。個々の事業で増減は当然ありますが、２４年度の１，１３８億５千万円に対応する２３年度の予算額は、１，１２５億１千万円程度ということで、約１３億４千万円位増えております。もちろん先ほど言いましたように、個々の事業で増減というのはありますが、総額で言えばそういう状況です。
　【村上副会長】

先ほどの中村委員の御発言の関連なのですが、今日の資料を出していただくのに、別途配布された平成２２年度年次報告という冊子と見比べていくと、どのように予算が執行され、２２年度の実績がどうかということがわかると思いますので、男女共同参画に関連することだけでも資料を合体させていただくと、予算が増えたのか減ったのかが分かりますし、成果があった取組は晴れマーク、成果が芳しくない取組は雨マークといったものを表示していただくと、御説明いただいた中身がすっと入ってくると思いました。次回からそのようにプレゼンしていただければと思います。

　【篠原会長】

そうですね、審議会が通常では年２回ということで、この時期に開催されますね。次年度からこの年次報告とともに、予算の内訳等についても前年度との比較が出来るようにしていただきたいと思います。そういったことも次年度の課題として、村上副会長の御指摘のように御用意いただいたらと思います。
　【北仲委員】

この資料を見させていただいた時に、基本目標６が全体で３０億円と書いてあって、その内訳で大きなお金が出ているのが、留守家庭子ども会の運営と保育園の整備で１５億円くらいで、残りの約１５億円は何なのかということがわからないので教えてください。
また、基本目標８についても、全体で２４５億円と書いてあるのですが、ＤＶ関係ではそれほど大きな支出の項目が内訳にないので、一体何の支出なのだろうと思います。他の基本目標はだいたい大きな支出枠は理解できたのですが、この２つの基本目標についてはわかりにくいので教えていただければと思います。
　【男女共同参画課課長補佐】

まず基本目標６の約３０億円の内訳について、資料に掲載している以外の事業で金額の多いものを申し上げますと、例えば保育園の関係では、各保育園が延長保育をやっております。それにかかる経費が１１億円程度あります。資料に掲載しております留守家庭子ども会と保育園の整備を合わせますと概ね３０億円程度になろうかと思います。
基本目標８の暴力の根絶についてですが、約２４５億円ということになっております。これにつきましてはＤＶ防止計画の中に被害者の自立支援の充実という取組を掲げています。その中で、経済的な支援という意味では、例えば子ども手当の支給がありますし、あるいは乳幼児等の医療費補助などもあります。また、住宅の確保の関係ですと、母子生活支援施設の入所措置といったものもございます。全部の取組がＤＶや暴力の防止に直接的に関係するといったことではないので、こういった金額になっているという事です。
【北仲委員】

子ども手当の全対象世帯の予算がここに入っているからこんなに大きな金額になっているということですね。
　【男女共同参画課課長補佐】

　そのとおりです。
　【篠原会長】

当初予算の概要の説明の中で、男女共同参画意識の啓発や女性管理職の登用などの職員の研修については男女共同参画課所管ということですが、一番問題になっているのは教職員です。学校現場が遅れていると私は審議会でずっと言い続けています。教育職員の研修、これは教育委員会が所管だと言われたらそれまでですが、そこにもっともっと口を出して欲しいです。学校での女性の管理職登用も実は遅れています。先般も人事異動の一覧が新聞に出ていましたが、校長、教頭、主幹教諭クラスへの女性の登用が県に比べて著しく遅れています。この問題には、学校の体質や校風、さらに言うと男女共同参画社会づくりだけでなくて男女の平等意識や人権啓発といったところに女性の視点が入りにくいことに繋がっていきます。次世代育成、要するに子どもたちの意識啓発をするうえで、大変重要な時期にそこが欠落してしまうと大変だと思っています。ですので、この資料には書かれていませんが、予算は０千円でいいので教育委員会への働きかけをもっと強くしていただけたらと思います。私からの要望です。
　【北委員】

基本目標３の中で、公募提案型協働モデル事業というのは、これから提案を受けて実施されるのですか。
　【男女共同参画課長】

いえ、今年度提案いただいたものを来年度４月から実施するということです。

　【北委員】

内容や委託先などはもう決まっているということですね。

　【男女共同参画課長】

そうです。色々な市民団体から応募・提案があったのですが、予算に限りがありますので審査委員会でこの２つの事業が選考されました。幸いにも２つとも男女共同参画関連の事業だったのですが、来年度実施する予定です。
　【北委員】

決まっているのだったら難しいかもしれませんが、例えばカジダン・イクメンについては、来年度以降、イクメンという言葉は出てこなくなります。東京は広島と比べてとても進んでいまして、もうイクメンという言葉はやめようということになってきています。その中で、広島市でこれから始めるのであれば、東京と合わせるくらいで進めた方がいいと思います。イクメンについては、自分の子どもだけでなく地域の子どもまでという形、その部分を実践されているのがプラチナ世代で、こちらの方はそういう部分で力を発揮してくれていると思うので、このイクメンとプラチナ世代を完全に分けて捉えるのではなく、両者が一緒に行動するなど、繋がりを作っていった方がいいと思います。
もう一つは、この中に大学生という言葉が出てきてないと思うのですが、直接繋がってくるのは大学生なので、対象が２０歳代からになっている部分について、そこをもう少し意識して大学生を入れた方が今後の発展につながると思います。
　【男女共同参画課長】

２つの事業は予算上は全く別個の事業で別個の市民活動団体に委託するのですが、先ほど申しました審査委員会の場でプレゼンをされた際にも、２つの事業は目的が同じなのだから、連携して情報交換しながら全体的に効果が上がるようにしてほしいという指摘がありました。両団体とも了解されまして、すでに連絡体制を作って、情報交換されていると聞いております。
また、大学生の取り込みについては、特にカジダン・イクメン養成講座の提案者である市民活動団体には大学生もボランティアスタッフとして在籍しているのですが、ただ表にはあまり出てきませんので、それは来年度事業委託する際に、若い人、大学生の力も知恵も取り込んでもらえませんかということを言おうと思います。
　【篠原会長】

最近ではイクメンの次にイクジイということで、子育て世代の次の世代、ここでいうプラチナ世代ということでイクジイというのがあると聞いておりますので、色々な限定をせずに広がりをもったプログラム構成を考えられたらいいと思います。

　【牛来委員】

民間企業からの発言になるのですが、別の部門でやることであれば申し訳ないのですが、民間企業の経営者で採用側の立場から見たときに、感覚としてなのですが、働く女性の支援という部分のボリュームが少ないなと感じたのが正直な感想です。男女共同参画のミッションのひとつとして働く女性を増やすというのがあるのだろうと思いますが、その割には取組が少ないなという印象です。特に支援という意味では、保育園を増やすことはもちろん重要ですし、働きやすい環境づくりももっと広げてほしいことなのですが、逆に働く側の意識の啓発とかスキルアップも働くためには非常に重要なことです。採用面接に主婦の方が来られた時によく感じることなのですが、就労支援講座の中に入るのかもしれませんが、そのあたりにもう少し力を入れていただければと思います。助けてあげるばかりではなくて、女性の方も意識を変えなければいけないなということを企業を経営していて感じているところです。
　【男女共同参画課長】

市役所の施策の中で、例えば母子家庭のお母さんに資格を取っていただくとか就職を斡旋するとかしておりますが、労働施策という面では一般的な意識啓発のための取組が弱いのも事実です。そういった意味では、市長はそういった方面を重視しておりまして、ハローワーク機能を区役所に取り込む、あるいは、雇用政策の強化・一元化のため勤労市民課を経済局に移管するなどの布石を打っているところでございます。男女共同参画課が直接行っているわけではありませんが、経済局関連の方で取組を進めておりますので、また色々とアドバイスをいただければと思います。

　【牛来委員】

今度新しく出来る広島市男女共同参画推進センターでのセミナーとか講座には含まれていますよね。

【男女共同参画課長】

はい。チャレンジショップや女性の就労支援を是非ともやっていきたいと思っております。

　【牛来委員】

是非お願いします。

　【信政委員】

私は男女共同参画推進センターを運営させていただく職員の一人になりますが、今の件については、就労支援のセミナーも開きますし相談事業もやっていくようにしております。ＷＥプラザの時代はそういった取組を実施しはじめたところで大々的には行っておりませんでした。これから実施していくので是非とも御支援いただきたなということで発言させていただきました。私企業の方から是非御意見をいただきたいのです。今までは、家庭生活の中にいらして働こうか働くまいかどうしようかなと迷っている方に対して、相談の中でこうしたらどうですかとアドバイスをさせていただく位の支援だったと思いますので、今後は、それをもう一歩進めて、働いていらしても今の条件では何か月ですぐに職を失う人たちもいらっしゃいますので、そういう方々にも利用していただけるようにしたいと思っています。また、働く側の意識の向上に関する御意見についても、私もよく同じようなことを感じておりまして、取組が必要と思っておりますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。

　≪議事②　広島市男女共同参画推進センターの開設について≫

　【篠原会長】
それでは時間配分もありますので、２番目の議題の広島市男女共同参画推進センターの開設について、課長の方から御説明ください。

　【男女共同参画課長】

それでは、議事２の広島市男女共同参画推進センターの開設についてでございます。資料２に基づき説明いたします。

まず、施設の概要ですが、設置目的は、昨年６月の市議会で議決されました広島市男女共同参画推進センター条例に明記しておりますが、男女共同参画に関し、普及啓発、活動の場の提供等を行うことにより、男女共同参画を推進することとしております。

開設日は４月１日の日曜日で、センターでは、市民に身近で親しみやすい施設となるよう、公募により愛称を募集して選考し、「ゆいぽーと」という愛称を設け、今後、愛称を活用してセンターの周知と利用促進を図ることにしております。

施設規模等ですが、センターは中区大手町の広島市女性教育センターを耐震補強等の改修工事を行ったうえで開設するもので、鉄骨鉄筋コンクリート造りの１２階建てのうち、１階から５階までがセンターとなっております。敷地面積は２,１０８.８６㎡、延床面積については、専用面積が２,５６９.５９㎡、共用面積が３６７.１９㎡となっています。
主な施設としては、こども室、フィットネスルーム、生活実習室、面接相談室、ＩＣＴ学習室などがあります。
事業については、男女共同参画に関する普及啓発、講座の開催、相談、調査研究、情報の収集及び提供、活動及び交流の場の提供等を行うこととしております。

休館日は、月曜日、国民の祝日、８月６日、１２月２９日から翌年１月３日までで、開館時間は、午前９時から午後９時までとしております。

施設整備等に係る概算事業費は、約３億４，７００万円です。

施設の管理運営については、指定管理者である「男女共同参画社会をめざす女性教育を考える会広島グループ」が行います。この指定管理につきましては、昨年８月から９月にかけて募集を行い、外部委員が加わった指定管理者候補選定委員会において書類評定、面接評定を行ったうえ、１２月の市議会の議決により決定したものでございます。なお、当審議会の信政委員が指定管理者の代表者を務めておられます。

次に、開館記念行事の開催についてです。

指定管理者及び本市で構成する開館記念行事実行委員会が主催し、４月１日の日曜日から４月８日の日曜日までの間、センターにおいて一連の開館記念行事を実施します。

４月１日の午前９時からは、センターの５階ホールにおいて、市長、市議会議員、関係団体や地元関係者の方々などの出席のもと、開館記念式を実施し、式終了後は、希望者に対して施設見学を行うことにしています。

また、４月１日から８日までは、開館記念イベントとして、当審議会の篠原会長の記念講演をはじめ、八丁座等の映画館を経営されている蔵本順子氏と美術監督の部谷恭子氏による対談や各種展示、センターの事業紹介、利用者参加型イベントなどを実施し、センターの周知と市民の利用・交流促進を図ることにしております。

たくさんの事業を実施することでセンターの周知と市民の利用促進に進めていきたいと思います。この行事の詳細につきましてはパンフレットを皆様にお配りしておりますが、是非とも皆様方に足を運んでいただいてセンターの門出を祝っていただければとお願いするところです。
　以上でございます。

　【篠原会長】

担当の上野課長の方から何かありますか。
　【男女共同参画施策総合推進担当課長】

担当という事なのですが、実は昨年度までは私の方で男女共同参画推進センターの開設について担当していましたが、今年度は男女共同参画課長の福島の方でこの業務を担当しています。昨年度までのお礼ということでひとこと言わせていただければ、昨年度、こちらの審議会におきましても機能やレイアウトについて御意見をいただきまして、取り入れられるところは取り入れたつもりでおります。愛称の「ゆいぽーと」を活用していただきまして、皆様からも色々な方にＰＲをしていただいて、市民の皆さんに愛される施設になっていけばいいなと思っております。よろしくお願いします。ありがとうございました。
　【篠原会長】

御苦労様でした。
２ページの開館記念行事の開催のところで、出席予定者の欄に男女共同参画審議会委員と入っていないのですが。審議会規則が今、手元にないので正確ではないかもしれませんが、男女共同参画審議会の審議内容には基本計画の策定や推進状況のチェックなどいくつか目的があります。今まで女性教育センターは社会教育施設であったため男女共同参画課の所管ではなかったと理解していました。しかし、来年度から男女共同参画推進センターが開設され男女共同参画課の所管になるということであれば、この男女共同参画推進センターの充実発展といった事を審議会の審議内容に加えるといった規則改正も必要なのかなと思います。
　【男女共同参画課長】

篠原会長がおっしゃったように、女性教育センターでも男女共同参画の内容はやっていましたが、社会教育施設という位置付けであったため、生涯学習課が所管課で男女共同参画課の所管ではございませんでした。４月１日から男女共同参画推進センターは文字通り男女共同参画課の所管になります。この審議会で審議、提言をいただく内容は男女共同参画推進に関する施策ですが、もちろん男女共同参画推進センターはその施策の中心になるものでございます。管理運営は指定管理者ですが、指定管理者と一緒になって、そこを拠点に男女共同参画を推進したいと考えています。こういった内容はまた皆さんに報告させていただきまして御意見を伺っていきたいと思っております。４月１日に開館ですので、どのような報告が出来るかということもありますが、時期を見ながら説明をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
　【井上委員】
この開館記念行事の御案内をいただいた時に、要約筆記を付けていただきたいと要望しましたが、男女共同参画課からは要約筆記は困難との回答をいただきました。理由は、意見交換がないこととシナリオ通りに動くからということで、シナリオや挨拶はお渡しできるが要約筆記は困難という事務局の説明でした。、実際は色々な方と話もしたいですし、何かあった時に要約筆記の方がいるのといないのとでは全然違うので、今回の件はしょうがありませんが、これからはもう少し障害者のことも考えて、柔軟な対応をしていただきたいと思います。
　【篠原会長】

課長、よろしいでしょうか。フォーラムやシンポジウム、講演会でもそうですが、必ずしもパワーポイントを見せるだけではないようなケースがありますね。手話通訳の方をつけるということ、それから大きなスクリーンで要約したものが画面に出るというようなことを手当てされているケースがだんだんと増えてきています。予算にも限りがあるのでしょうが、是非、井上委員の要望を取り入れていただきたい。男女共同参画の上位概念は人権啓発ですので、そういう意味では障害を持った方々にとって本当にユニバーサルアクセスな形で、皆さんが参加できるそういうフォーラムやシンポジウムあるいは開館記念行事にしていっていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。

　【男女共同参画課長】

講演会、フォーラム、審議会については委員の皆様の御要望を受け付けております。また、男女共同参画推進員の研修など色々な事業を実施していますが、要約筆記のみならず、託児に関しても、その都度、事前に御要望をお聞きして実施しています。今後も会長のおっしゃるように進めていきたいと思います。
　【篠原会長】

単にセンターが出来るという事だけでなく、それに伴う実際の運用面でも、ゆいぽーとは一味違うなということが参加者にわかるような取組にしていただきたいと思います。
　≪議事③　その他（第１回審議会での意見への対応）≫

　【篠原会長】

続いて、議事の３について説明をお願いします。

【男女共同参画課長】

それでは、議事の３、昨年９月１３日に開催いたしました第１回の審議会において、委員の皆様からいただいた意見・提案について回答をいたします。

　まず、「経済的に自立している母子家庭の割合を増やす」という計画の指標について、もっと実態に即した指標を出せないかという意見がございました。なかなか数字の捉え方がむずかしく、現在、所管課において検討中でございます。

　次に、子宮がん検診、乳がん検診において、市民が女性医師を選択できるような通知ができないかとの意見がございました。医師会との調整が必要とのことで、現在、所管課において検討中でございます。

　次に、広島市配偶者暴力相談支援センター、いわゆるDVセンターでの面接相談予約も含めて、DVセンターへの連絡・相談方法としてファックスやＥメールを使えないかとの意見がございました。ファックスにつきましては、たとえばコンビニから送ることもできますので、従前から対応しております。Ｅメールにつきましては、ＤＶの形態として携帯電話やパソコンをチェックされるといった事例も見受けられます。ＤＶセンターとのやりとりが履歴として残るため、加害者の目にふれる可能性があること、また、加害者が相談内容等を知った場合、被害者に更なる危険が及ぶ恐れがあることから、Ｅメールでの相談等は行っていないものでございます。

　次に、ＤＶセンターの女性相談員は非常勤職員いわゆる嘱託職員ではなくて正規職員にすべきではないかとの意見がございました。　女性相談員の法律的な位置づけは、売春防止法に基づく婦人相談員であり、売春防止法では婦人相談員は非常勤とすると明記されております。厚生労働省の通知では、勤務場所はＤＶセンターですが、婦人保護事業の中で売春関係者や、家庭の破綻や生活困窮等により困難な問題を有する女性とともに、ＤＶ被害者への支援を行うとの見解です。女性相談員の人件費の内、実質的には３割程度が売春防止法関係として国から補助されています。正規職員の人件費には国からの補助はありません。　また、ＤＶセンターの相談件数ですが、ＤＶ関係が年間約千件、その他、家庭崩壊や離婚問題など、ＤＶを伴わない相談を含めても年間約１，５００件です。これは女性相談員１人当たり１日平均約２件であり、まだ逼迫した状況には至っておらず、この段階では女性相談員の正規職員への移行は不可能と考えられます。前回の審議会では、女性相談員は非常勤職員として公募により採用したものであり、人事ローテーションのない専門的な相談業務を続けていただきたいとお答えしましたが、先ほど説明した理由と併せて、市民局としては人事当局に正規職員への移行を求めることは考えておりません。
　【篠原会長】
最後の点について、村上副会長の考えはあるのだろうと思いますが、私は話を聞いていて、そういう法律的な制約ということは百も承知で言われておられるのだろうと思っています。つまりカウンセリングという仕事を専門職として確立していくという非常に大事な役割を行政は持っているのだということを言われたのではないかと私は思っております。広島市という地方自治体だけではなくて、国あるいは県を動かしていくような形で意見を発信していく、そういう事も大事なのではないかという意味合いでの御質問と思って私は聞いておりました。単に時給とかそういう問題ではなくて、あるいはその方の生活的自立という問題ではなくて、専門職としての確立が大事な要素になってきたのではないかと思います。売春防止法はいつできたのですかと言いたいくらいです。１９５０年代ですね。５０年、６０年、７０年とたってもその制約を受け続けるというのは、逆に言うとおかしいのではないでしょうかという思いがあります。

まだ御意見をいただいていない方がいらっしゃるのですが、全般的な御意見・御感想でも結構ですので何か聞きたい事があればおっしゃってください。
【尹委員】

外国人市民のための生活ガイドブックを６ヶ国語で作るとありますが、ゆいぽーとでも何か企画はされないのですか。
　【信政委員】
これから企画していきたいと思います。セミナーなども考えています。

　【篠原会長】

色々と御意見とか御要望をゆいぽーとにも出していただければと思います。

　【信政委員】

他言語での案内に対応できる職員も一応います。全てに応えられるとは限りませんが、徐々にやっていきたいと思います。
　【名越委員】
今回の予算を見てこんなに予算が付いているのだなと改めて感心しました。どちらかというと警察官は頭を使わずに体を使うのが得意な分野ですので、予算の部分は初めて勉強させていただきまして、実際予算がないと出来ないというのは私もこういう業務に携わりまして痛感させていただいております。公務員の給料は下がりながらもお金は必要なところにはかけていただきたいと思います。
　【篠原会長】

実は人件費というのはたぶん一番大きい予算なんですね。人件費のパーセンテージを下げて行くというのは全体的な予算としては必要なことだと思っております。
　【龍山委員】

予算のイメージで言えば保育園や子ども関連が大きな割合を占めているなと感じました。さきほど小・中学校での教育が大事という話があったのですが、保育園でも研修の中で男女共同参画への関心ということを是非とも進めていきたいと思います。私立や認可の有無にかかわらず、講演会等の際は是非声をかけていただきたいです。

　【篠原会長】

この中で北仲委員はプロですので、講演に呼んでいただいて、北仲委員もお時間を割いてどんどん来ていただければ。直接的にはプロに来ていただきたい。
　【尾崎委員】
４月１日にオープンになります「ゆいぽーと」は画期的なことだと思いますので、ポテンシャルを活かせるよう、たくさんの方に関わっていただきたいと思います。もう一つ予算を見せていただきまして、基本目標８の暴力被害者支援という事が、予算上でも男女共同参画関連事業の中で大きな割合を占めていることを改めて感じました。この審議会に参加する際はいつも広島市男女共同参画推進条例の前文を読んで参りますが、この理念は原爆と戦争という究極の暴力を体験した広島市民が、みんなで力を合わせて復興を成し遂げ今日まで頑張ってきた、そのなかで生まれ育まれた目標に合致した部分だと思います。この理念を鑑みても、ＤＶが起こった後の対策ももちろんですが、未然に防ぐことを目的とした分野で、予算をかけて、マンパワーや知恵を出し合っていけたらと思います。

　【篠原会長】

指定管理者の方々は、この一週間おそらく徹夜で準備に入られると思いますが、是非、番組等でそのことも含めて取り上げていただいて、１０分くらいの番組をニュース等で流していただけるよう、企画提案を内部でしていただけたらありがたいなと思いますのでよろしくお願いします。それでは最後に人権啓発部長から一言お願いします。

　【人権啓発部長】

今日は１時間の予定だったのですが、こんなに長くなるほど皆さんから御意見をいただいて、本当にありがとうございました。いつも色々な多角的な御意見をいただくので、私どもとしても大変参考になりますし、そういった色々な御意見をいただきながら、より一層いい取組にしていきたいと思います。
これから御覧いただく男女共同参画推進センター、ゆいぽーとですが、今までの広島市は男女共同参画に関して市民が活動する場、拠点というものがありませんでした。女性教育センターはありましたが、そこに通われる方は男女共同参画という意識よりも女性教育という意識が強かったように思います。これからはこのセンターを使っていただく方には、男女共同参画の意識をもっと強く持っていただきたいと思っています。それに関しましては、牛来委員が言われたような、女性は助ける、助けられるという存在だということよりも、自分自身が強くなる、男性もそうなのですが、自分自身に力を付けて、社会の役に立つ、人の役に立つ人生を送るという、そういう人をどんどん増やしていきたいと思います。
また、今までは行政で啓発といっても、一歩間隔を置いたような事業ばかりを男女共同参画課の方ではせざるを得なかったのですが、今度からはゆいぽーとがございますので、委員の皆様のそれぞれの分野での協力を是非いただきながら、また委員の皆様方が身近な方に声をかけていただいて、男女共同参画に関する何かをされるのでしたら、使用料は減免になってタダで使えますので、どんどん使ってもらって、愛される施設に、またそこで男性も女性も力を付けて社会の中で頑張ってどんどん活躍するという施設にしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いしたいと思います。本日はありがとうございました。
　【篠原会長】
それでは以上で審議会を終了します。御審議ありがとうございました。
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